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推進委員から
条例についての
話を聞いて
みたいなー。

市民と行政との
協働で作られた
条例なんて
すごいね!

笛ちゃん 吹ちゃん

　９月に開かれた市議会第３回定例会で、笛吹市男女共同参画推進条例が議決されました。この条例は、

男女共同参画社会の早期実現を総合的かつ計画的に推進し、市民が豊かで安心安全な生活を営み、市民だ

れもが相互に認め合い、住みやすく、子どもたちに輝く未来を託すことができる笛吹市を築くことを目指

しています。

　この条例を作るに当たっては、平成20年に私たち男女共同参画推進委員会内に条例検討委員会を立ち上

げ、身近にある男女共同参画の問題を拾い上げるなど、30回以上の会議で検討を重ね、平成21年に条例案

を市長へ提案しました。その後、市役所内の検討委員会での検討やパブリックコメントの募集を経て、こ

こに市民提案型の市民協働による条例として公布、施行されるに至りました。

　６月の委嘱式以降、推進委員会が月に１回開催され、推進委員会で取り組んでいく内容などについて活

発な意見交換が行われています。今後は、第２次輝け男女笛吹プランと男女共同参画推進条例を推進委員

会の両輪として、より一層、推進活動に取り組んでいきます。

　9月10日・11日、県立男女共同参画推進センターで、ぴゅ

あ総合フェスタ2011『やさしさと勇気でつなごう参画社会』

が開催されました。

　私たち男女共同参画推進委員会は、展示部門に参加し、推

進委員会の活動内容や第２次輝け男女笛吹プランの紹介など

を行いました。

　10日には、男女共同参画社会の実現を目指して活動して

いる５つの団体によるパフォーマンス、それについて話し合うワークショップが行なわれました。

パフォーマンスでは、家庭や地域などの身近な問題を取り上げた紙芝居や劇、DV問題を取り上げ

た人形劇が披露されました。

　11日には、JFA公認S級コーチ・韮崎高校コーチの羽中田昌さんによる記念講演会「真剣に生き

る」～支えあい・夫婦のパートナーシップと共に～�が行われました。

　様々な世代の皆さんと交流する中で、家族など身近な人と

の間で、お互いを思い合うやさしさを持つなど、身近なとこ

ろから意識を変えていけるような取り組みが必要だと感じま

した。また、私たち推進委員会と同じように男女共同参画社

会の実現を目指して活動をしている団体があることを確認す

ることができ、地域、企業などへの推進活動に向けて一歩を

踏み出す勇気をもらいました。

展示部門に参加

パフォーマンスの様子
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縄
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史
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縄
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催
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兼
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縄
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縄
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０
０

０
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縁
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０
０
年
前
に
か
け
て
の
縄
文
時
代

中
期
と
呼
ば
れ
る
時
期
で
し
た
。
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。
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損
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史
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縄
文
中

期
の
土
器
の
展
示
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。
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縄
文
時
代
遺
跡
か
ら
は
、
釈
迦

堂
遺
跡
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
数
多
く

の
土
偶
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
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他
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立

つ
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で
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。
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、
全
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は
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れ
で
、
ほ
と
ん
ど
が
手
、
足
、
頭
な
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な
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。

ま
た
、
土
偶
の
表
情
や
姿
、
髪
型
な
ど
、

縄
文
時
代
中
期
の
千
年
間
の
中
で
も
大

き
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
今
回
の
歴

史
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
で
は
市
の
土
偶
に

つ
い
て
も
紹
介
し
、
土
偶
の
成
り
立
ち
、

土
偶
に
込
め
た
願
い
な
ど
、
当
時
の
精

神
世
界
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。
併

せ
て
、
笛
吹
市
桂
野
遺
跡
を
中
心
と
し

た
土
偶
の
展
示
も
行
い
ま
す
。
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甲
斐
国
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し
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で
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ま
し
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と
３
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０
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、
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縁
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ま
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縄
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介
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史
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多
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の
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が
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参
加
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だ
さ
い
ま
す

よ
う
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

桂野遺跡出土
縄文時代中期後半の土偶

桂野遺跡出土
縄文時代中期前半の土偶

桂野遺跡出土
縄文時代中期後半�住居内埋甕

一の沢遺跡出土
縄文時代中期前半土器

桂野遺跡出土
縄文時代中期後半土器

銚子原遺跡出土
縄文時代中期後半土器

さ
ん
か
い

か
も
ん
ふ
か
ば
ち

う
め
が
め


